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　いま世の中のサービス普及のスピードは劇的に速くなっています。固定電
話に比べ、スマホやChatGPTは桁違いに短期間で普及しましたが、その背
景にはすべてクラウドがあり、その基盤がデータセンターです。2000年の
ドットコムバブル期に整備されたインフラが、20年を経て現在のAIや動画
配信、各種デジタルサービスを支えています。重要なのは、データセンター
需要の大半はAIではなく既存クラウドであり、こちらはすでに安定した収益
を生み出している一方で、AIは依然として投資先行で、収益化はこれからだ
という点です。
　データセンターはハイパースケール型とコロケーション型に大別され、前
者はGAFAMが設計・調達まで握り高効率運用を実現。後者は設備提供型
で、稼働率が収益を左右する構造です。内部はラックにサーバーを収納する
構成で、GPUの高性能化に伴い電力密度と発熱が急増し、ラック単位で
100kW級に達します。冷却・電源設計が重要となり、液冷や高電圧直流化
が検討されますが、いずれも複雑性や安全性の課題を伴います。投入電力
はすべて熱となるため、排熱処理や水資源の確保も不可避の問題です。
　日米の運用の違いとして、米国では設計・購買権を施主が握り、データセ
ンターを製造業のように最適化するのに対して、日本はゼネコン・下請主体
で主導権が弱い点が指摘されます。電力・通信・立地を一体で捉える視点
とともに、AI需要の過大評価や過剰投資リスクを踏まえた慎重な戦略が必
要性です。

シリコンバレーを拠点に40年以上エネルギーと先端技術を研究する専門
家。岡山大理学部卒後、日本の半導体大手で17年研究開発に従事し、台湾
系企業副社長や起業を経て業界第一線で活躍。2010年以降はクリーンエ
ネルギーに転じ、米国政策・技術動向を分析。現在はコンサル会社代表と
して企業・政府・大学に助言し、データセンター電力戦略などについても情
報発信。主な著書に『脱炭素化はとまらない！』（共著；成文堂書店）など。

カテゴリーごとのデータセンター容量（2025年・区分別）

AI需要の拡大が、計算量・データセンター投資を通じて
　　　　電力制約へ収束するフロー
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